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西
海
支
所
で
、
水
産
養
殖
の
研
究
を
通
じ
た
地
域
活
性

　

化
を
め
ざ
す
「
愛
媛
大
学
南
予
水
産
研
究
セ
ン
タ
ー
」
の

開
所
式
が
あ
り
、
愛
媛
大
学
や
南
予
の
自
治
体
首
長
、
漁

協
、
水
産
業
者
等
の
関
係
者
、
約
80
名
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

同
式
典
で
は
、
小
松
正ま

さ

ゆ

き幸
愛
媛
大
学
学
長
が
「
水
産
養
殖

の
基
礎
研
究
を
通
じ
、
地
域
と
密
着
し
た
活
性
化
策
を
め
ざ

し
て
い
き
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
が
あ
り
、
続
い
て
、
谷
口
町

長
が
「
こ
の
開
所
式
を
迎
え
、
非
常
に
感
激
し
て
い
る
。
今

後
、
大
学
と
と
も
に
、
新
た
な
水
産
振
興
を
め
ざ
し
て
い
き

た
い
」
と
あ
い
さ
つ
を
述
べ
ま
し
た
。

愛
媛
大
学
南
予
水
産
研
究
セ
ン
タ
ー
の
役
割
は

　

大
学
の
研
究
力
を
効
果
的
に
地
域
活
性
化
に
結
び
つ
け
る

た
め
、
水
産
業
の
活
発
な
愛
南
町
に
活
動
拠
点
を
置
き
、
地

域
住
民
と
連
携
、
協
力
し
て
地
域
貢
献
を
め
ざ
す
施
設
で
、

全
国
的
に
も
注
目
さ
れ
る
愛
媛
大
学
の
取
組
み
で
す
。

　

町
も
、
同
セ
ン
タ
ー
と
漁
協
や
水
産
業
者
等
の
連
携
を
密

接
に
す
る
た
め
、
水
産
課
に
「
水
産
研
究
開
発
室
」
（
西
海

支
所
内
）
を
新
設
し
、
地
域
に
根
ざ
し
た
活
動
を
サ
ポ
ー
ト

し
て
い
き
ま
す
。
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水産業振興をめざし、
愛媛大学南予水産研究
センターが始動!

ど
ん
な
こ
と
を
研
究
す
る
の

 

「
生
命
科
学
」
「
環
境
科
学
」
「
社
会
科

学
」
の
3
研
究
部
門
、
9
つ
の
分
野
で
構
成

さ
れ
、
愛
媛
大
学
の
教
員
の
ほ
か
に
、
高

知
・
香
川
・
京
都
・
北
海
道
の
各
大
学
の
客

員
研
究
員
と
学
生
が
、
研
究
成
果
の
地
域
還

元
を
め
ざ
し
ま
す
。
ま
た
、
愛
媛
大
学
が
住

民
か
ら
「
地
域
特
別
研
究
員
」
を
公
募
し
ま

す
。
こ
の
他
、
地
元
ゆ
か
り
の
人
物
を
講
師

に
招
き
「
あ
い
あ
い
セ
ミ
ナ
ー
（
仮
称
）
」

を
定
期
的
に
開
催
す
る
予
定
で
す
。

　

主
な
研
究
内
容
に
つ
い
て
は
、
左
図
の
と

お
り
で
す
。

　

今
後
、
愛
媛
大
学
南
予
水
産
研
究
セ
ン

タ
ー
の
活
動
内
容
等
、
詳
し
く
は
、
同
セ
ン

タ
ー
事
務
室（
℡
8
２
―

1
0
2
2
）に
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

地域連携研究支援

センター長・副センター長
センター長：山内皓平教授

社会科学

海業(地域水産業、

ブルー・ツーリズム)

を核にした地域活性

化、生産流通基盤に

関する調査研究、精

密養殖システムの構

築。

管理委員会
運営委員会

参与会

研究部門

環境科学生命科学

●
赤
潮
研
究
客
員
分
野

   (

香
川
大
学)

●
漁
場
環
境
科
学
分
野

●
魚
病
研
究
分
野

●
魚
類
栄
養
学
客
員
分
野

   (

高
知
大
学)

●
海
洋
資
源
利
用
開
発
研
究
分
野

●
水
産
養
殖
研
究
分
野

●
生
産
流
通
基
盤
研
究
分
野

●
水
産
経
済
・
経
営
研
究
分
野

●
水
産
社
会
・
文
化
研
究
分
野

最先端技術を用いた

養殖技術や新養殖種

の開発。未利用海洋資

源の有効活用による

特定健康食品開発。

魚病の研究と魚類

寄生虫の駆除技術開

発。

養殖場環境の実態解

明と環境浄化法の開

発による養殖環境の

修復、赤潮発生のメ

カニズムの解明と赤

潮防除に関する研

究。

副センター長：若林良和教授 

主な研究活動


